














（記載例６） 

－7－ 

資 金 計 画 

 

１ 採取跡における災害防止のための工事費用（採取計画に定められている工事） 

  

工 事 名 工事単価(千円) 工事量 工事費用(千円) 

ベンチ法面保護 0.2    10，000 ㎡ 2，000 

ベンチ植栽 0.3    2，000 ㎡ 600 

掘採跡の充填 0.1    8，000 ㎥ 800 

排水溝敷設 0.2     300 m 60 

調整池整備 1     300 ㎡ 300 

沈澱池整備 1 500 ㎡ 500 

    

    

合 計   4，260 

    

２ 必要資金確保の計画 

 上記１に必要な資金の確保の方法 

  

項   目 金  額(千円) 

自己資金 3，000 

借入金 1，260 

  

  

合  計 4，260 
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( 記載例 ９ ) 
排 水 計 算 書 

 
糟屋郡内の集水面積５．４ha（林地３．１ha、裸地２．３ha）で１箇所に集中する

場合。 
 
Ⅰ 流出量計算 
１ 集水面積    ５．４ha 

内 訳   林地 ３．１ha 
裸地 ２．３ha 

２ 平均降雨強度  １５０mm（別表（１）から） 
３ 流出係数    林地  ０．６  裸地  ０．９ 
４ 流出量 Q = １／３６０×ｆ×ｒ×Ａ ＝（林地）＋（裸地） 

＝ １／３６０×０．６×１５０×３．１＋１／３６０×０．９×

１５０×２．３ 
＝ ０．７７５＋０．８６３ 
＝ １．６３８  
≒ １．６４（㎥／sec） 

 
Ⅱ 通水能力計算 

採石場直下の県道に内径８００mm のヒューム管が埋設されているので、これ

の通水能力を計算する。 
なお、勾配は１／３５であった。 

１ 断面積 A＝０．６３１８５D2 ＝０．６３１８５×０．８2 ＝０．４０４４ 
２ 径 深 R＝０．３０１６９D＝０．３０１６９×０．８＝０．２４１４ 
３ 粗度係数ｎ＝０．０１３（ヒューム管） 
４ 勾 配 I ＝１／３５＝０．０２８５７ 
５ 流 速 ｖ＝１／ｎ×R2/3 ×I 1/2 

＝１／０．０１３×０．２４１４ 2/3×０．０２８５７ 1/2 
＝７６．９２３×０．３８７６×０．１６９ 
＝５．０４（ｍ／sec） 

６ 通水能力 Q＝A×ｖ＝０．４０４４×５．０４ 
＝２．０３８ 
≒２．０４（㎥／sec） 

 
１．６４（流出量）＜２．０４（通水能力量）となるので、OK である。 
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Ⅲ 上記の条件で流量計算簡便表により算出する場合。 

 
表 管渠 D＝８００mm の欄④で１２．０５７３が得られる。 

I ＝０．０２８５７であるので I1/2  ＝０．０２８５７1/2  ＝０．１６９ 
Q＝④×I 1/2 ＝１２．０５７３×０．１６９＝２．０３７≒２．０４ 

 
１．６４（流出量）＜２．０４（通水能力量）となるので、OK である。 

 
※注意 新規に埋設する場合は、将来の開発面積を考慮して管径等を決定するこ

と。 
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( 記載例 １０ ) 
沈 殿 池 容 量 計 算 書 

 
糟屋郡内で集水面積５．４ha（林地３．１ha、裸地２．３ha）を沈殿池１箇所で処

理する場合。 
 
Ⅰ 流出土砂量の計算 
１ 流出土砂面積      ５．４ha 

内 訳    林地 ３．１ha 
裸地 ２．３ha 

 
２ 流出土砂   

林地  １５㎥/ha/１年間 
裸地 ４００㎥/ha/１年間 

 
３ 年間流出土砂量 
       

V＝１５×３．１＋４００×２．３＝９６６．５（㎥） 
 
４ 必要最低貯留量（３ケ月に１回のしゅんせつを限度とする） 
       

９６６．５×３/１２＝２４２㎥ 
 
Ⅱ 沈殿池容量計算 
  別図から 

V＝（３０．０×８．０＋３１．２×９．２）/２×１．２ 
＝３１６．２２（㎥） 

 
 必要貯留量 ２４２㎥＜３１６．２㎥   沈殿池容量で OK である。 


















